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衆
議
院
議
員
保
坂
展
人
君
提
出
死
刑
執
行
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

（
�
）
に
つ
い
て

我
が
国
に
お
い
て
は
、
令
状
主
義
及
び
厳
格
な
証
拠
法
則
が
採
用
さ
れ
、
三
審
制
が
保
障
さ
れ
る
な
ど
、
捜
査
公
判
を
通

じ
て
慎
重
な
手
続
に
よ
り
有
罪
が
確
定
さ
れ
て
い
る
上
、
再
審
制
度
が
保
障
さ
れ
て
お
り
、
有
罪
を
認
定
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
適
正
な
判
断
が
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
死
刑
事
件
に
関
し
て
言
え
ば
、
そ
の
執
行
に
つ
い
て
も
、

刑
事
訴
訟
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
三
十
一
号
）
第
四
百
七
十
五
条
に
よ
り
、
他
の
自
由
刑
や
財
産
刑
の
執
行
と
異
な

り
、
法
務
大
臣
の
命
令
に
よ
る
こ
と
と
さ
れ
、
そ
の
執
行
命
令
を
発
す
る
に
際
し
て
は
裁
判
所
の
判
断
を
尊
重
し
つ
つ
、
関

係
記
録
を
十
分
精
査
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
既
に
死
刑
を
執
行
し
た
者
の
中
に
は
誤
判
に
よ
る
無
実
の
者
が
含

ま
れ
て
い
る
こ
と
は
な
い
も
の
と
確
信
し
て
い
る
。

（
�
）
か
ら
（
�
）
ま
で
に
つ
い
て

個
々
具
体
的
な
死
刑
執
行
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
答
弁
を
差
し
控
え
た
い
。

な
お
、
一
般
論
と
し
て
は
、
死
刑
の
執
行
に
際
し
て
は
、
法
務
大
臣
は
、
常
に
法
務
省
の
関
係
部
局
に
関
係
記
録
の
内
容

を
十
分
精
査
さ
せ
た
上
で
、
そ
の
報
告
を
徴
し
、
刑
の
執
行
停
止
、
再
審
又
は
非
常
上
告
の
事
由
の
有
無
、
恩
赦
を
相
当
と

一



す
る
情
状
の
有
無
等
に
つ
き
、
個
々
の
事
案
に
応
じ
て
、
十
分
な
時
間
を
か
け
て
慎
重
に
検
討
し
、
こ
れ
ら
の
事
由
等
が
存

在
し
な
い
こ
と
を
確
認
し
た
場
合
に
、
死
刑
執
行
命
令
を
発
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

二


